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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・越後　光枝様～東病棟合併症室に医療保護入院となる。

【転出】
・村中　サ子様～東病棟Cユニット6号室→南病棟Aユニット123号室

【ユニット移動】
・簗田　桜様～東病棟Bユニット1号室→東病棟Cユニット6号室
・工藤　光様～東病棟合併症室→東病棟Cユニット6号室

＜患者様連絡事項＞
・竹林　幹彦様～本人から膝の痛みの訴えあり。今川Drにフェルビナクスチックを処方して頂く。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施。開放観察中他者へ対する付き纏い行為有りスタッフ介入するが自制できず。早めに開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・袴田　将志様～終日隔離中。概ね自室にて臥床し過ごしている。対面時妄想様言動、眼光の鋭さ、粗暴性無し。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・小栗　健太郎様～終日隔離中。自室にてドア蹴り有り訪室すると本人より不穏時頓服薬内服希望あり、9：40不穏時クエチアピン（100）1T内服。内服後訴え傾聴にて落ち着いている。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

＜措置入院患者様情報＞
[bookmark: _GoBack]・藤井　崇史様～他患者様へ対する被害妄想続いているが、他者トラブル無く経過している。。

・小比類巻　昇様～易怒性や不穏さなどトラブルは無いが、無断でスタッフオフィス内へ侵入し自分本位な行動が見られている。

・角谷　寿美様～不穏興奮無く穏やかに過ごしている。措置解除に向けて、施設入所も含め退院環境についてご家族様の方向性を確認していく。

・松原　義寿様～不穏・興奮無く経過。スタッフ対面時も穏やか。

＜入院時患者様情報＞
日　　時：令和6年12月14日　9：40
氏　　名：越後　光枝様（えちご　みつえ）様
生年月日：昭和10年4月30日(89歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr　診察医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟合併症室

　＜経過＞
　6：00市民ＨＰ外科　マツバラDrより連絡あり。南山苑より意識レベルの低下あり救急搬送となっていたがご家族意向で積極的な治療は望まないとのことで、現在酸素と補液行っている状態であり受け入れ可能かと相談あり、当直医馬渡Drへ繋いでいる。本日入院受け入れ方向で、再度連絡頂くこととなっていた。
　上記経過により東病棟合併症室に医療保護入院となる。

